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成果を目的に
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あきらめていませんか？

物流品質（誤出荷、遅延、破損）も、現場の生産性も見えるようにすべきだと思いませんか。（これは
仕組みの問題）
現場の事は協力会社に任せているが、解決策が適切かどうか分からない。

これは協力会社に適切なる指導者がいれば、解決できる課題です。

適切なる
指導者

物流品質の解決

生産性の解決

現場の可視化

ミスの起きない
体質の仕組み

正常と異常が可視化
できる仕組み

仕組みがあれば
次期リーダーも育つ
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リーダー

指導者

マネー
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各社の中核をリンクすれば声は届きます
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リーダー
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元請け
物流企業

リーダー

指導者

マネー
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協力会社

物流品質は協力会社の指導者を育成し、オペレーターのトレーニングをする事で予防します
生産性は元請け企業の指導者を育成し、作業方法を変えることで改善できます。

１人のオペレーターのミスがすべての会社のブランドを落とします。

この指導者の役割を
ベテランコンサルタント

が代行します
コンサルタントの指導対象



コンサルタントを安く効果的に活用する

選択
 実績のあるコンサルタントを選択
 経験年数と実績指導会社数を比較

 紹介者を信頼して選定

個人

 大手のファームは敬遠（個人の実績が
見えない）

 小規模のコンサルティングファームを
選択

 成果に対して貪欲

継続
 単発ではフィーは高く、成果が出ない
 継続契約する事で安く活用できる

 １サイクル３年
 １年目～２年目は品質
 ２年目～３年目は生産性

共同
 数社の共同契約
 必要なタイミングしか活用しない

 元請け企業と協力会社の一括対
象

 巡回指導（1ヶ月に１回）
 途中はメーリングの活用



共同巡回コンサルティング

１社・１拠点・２～３チーム（1チームは５１０名程度の職場）が基本のユニットです。
このユニットをコンサルタントが巡回します。午前、午後、夜間の時間帯を活用します

集中講義（他社見学）を４ヶ月に１回程度共同で行います
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各機能の意義

各機能（集中講義、巡回、メーリング）は各々の目的と意義があります。
これは長年のコンサルティングから生まれたノウハウです。

集中
講義

 必要な共通講義を集中して行います
 場所は各社持ち回り
 他社の発表への刺激と現場視察からのモチ

ベーション高揚を目的にしています

 参加者は各社の指導者とリーダー
 発表は各社が４ヶ月間の成果を競います

巡回
 個別の課題（各社から与えられたテーマ）

に対する解決指導
 コンサルタントが現場を巡回します

 参加者は協力会社のマネージャー、指導者、
リーダー（３～５チーム）

 共同会議と各職場の巡回になります

ﾒｰﾘﾝ
ｸﾞ

 週間単位に現場で起きている変化を報告
 管理指標（KPI）のデータ添付

 参加者は元請け企業のマネージャー、指導
者、協力会社のマネージャー、指導者

 全員が見れます



改善には３つの要素が必要

知 識

センス スキル

①ソリューション

②コミュニケーション

③成功体験

・モノの流れに対するプロセス別の目的と手段を理解
・情報の流れに対するプロセス別の目的と手段を理解
・改善に対する見方・考え方
・データの取り方。分析の仕方

・問題解決
・ロジカルシンキング
・なぜなぜのインタビュー
・プレゼンテーション

・段階的改善に対する感覚
・トップ、マネージャーへの説得力
・定着までのプロセスの可視化

元請け企業の指導者にはスキルとセンスを磨いてもらいます。
協力会社の指導者とリーダーには、改善に必要な知識と課題解決のスキルを身につけてもら
います

下記の３つの要素を改善しながら自然に身に付きます。



3年間で身に付く知識とスキル

言われるままの
オペレーション

実態とKPI 品質向上 生産性向上

１st ２nd ３rd

★ 実態を知る
★ 管理指標（KPI  ）の設定
★ 物流品質（誤出荷・破損・遅延）

の対策とマニュアル作成

★ 過去の事故・ミスの要因分析
★ 対策とマニュアル作成方法
★ トレーニング方法設計

身に付くスキル

★ 物流品質（誤出荷・破損・遅延）
の対策とマニュアル作成

★ トレーニングの実践と定着
★ 新たな対策とマニュアルの更新
★ 固定的人員配置の見直し
★ スキル表の作成

★ スキル棚卸し表
★ 物量計画と人員計画
★ 作業方法の設計

★ 作業分担の見直し
★ 個人別の作業スキルの拡大
★ 現場力（品質力、技術力、

システム力）の全体向上
★ 時間当たりの荷役費、台当たり

の売上指標の追加リアル化

★ KPI を読む力
★ KPI を見ながら、指示出せる

身に付くスキル 身に付くスキル

事故・ミスの半減
生産性10%Up

経済性があれば投資して２０％Up



一貫・一括物流

仕組みについて

海外のアライア
ンス先との共同
システム・運営

国内の地域内
共同配送

まずは自社（協力会社）のレベルを上げる
次にこれをプラットフォームとして提案する

協力会社のレベルを底上げすること
これが元請け企業のレベルアップにつながる
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私へのコンタクトは以下のＱＲからログインできます


